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ー
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。山
本
光
文
と
申
し
ま
す
。２
０
０
３
年

に
チ
ェ
ア
ス
キ
ー
競
技
を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
目
標
に
し
て
い
た

夢
の
舞
台
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

ま
だ
田
原
市
に
転
居
し
て
き
て
間
も
な
い
私
で

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
と
て
も
温
か
い
ご
声

援
を
い
た
だ
き
感
動
し
ま
し
た
。
良
い
報
告
と
ま

で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
応

援
に
勇
気
を
い
た
だ
き
き
無
事
に
ゴ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
皆
さ
ん
に
少
し
で

も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
活
動
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
夢
の
舞
台
へ

　

３
月　

日（
金
）に
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
内
に
あ

る
Ｂ
Ｃ
プ
レ
イ
ス
・
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
開

会
式
。
超
満
員
の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
場
し
た
と
き

は
、
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
興
奮
し
ま
し
た
。
退
場
す

る
時
に
ス
タ
ン
ド
か
ら
「
ニ
ッ
ポ
ン
、が
ん
ば
れ
」

と
声
を
か
け
ら
れ
感
動
し
ま
し
た
。
同
級
生
を
は

じ
め
と
す
る
方
々
か
ら
の
寄
せ
書
き
に
書
か
れ
た

『
勇
往
邁
進
』
の
意
味
は
、
目
標
に
向
か
っ
て

脇
目
も
ふ
ら
ず
勇
ま
し
く
前
進
す
る
こ
と
。
こ

れ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
ス
キ
ー
チ
ー
ム

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

さ
あ
勝
負
の
と
き

　

私
の
出
場
し
た
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
い
う
種
目
は
、

２
本
滑
っ
た
合
計
タ
イ
ム
で
競
い
ま
す
。
最
終
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
レ
ー
ス
日
程
が
大
幅
に
変
更

と
な
り
初
日
に
。
最
終
日
に
向
け
て
調
整
し
て
い

た
の
で
、
レ
ー
ス
当
日
は
焦
り
と
緊
張
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
１
本
目
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た

と
き
は
、
緊
張
よ
り
も
こ
れ
ま
で
の
思
い
が
一
気

に
わ
き
あ
が
り
、
な
ん
と
か
ゴ
ー
ル
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
体
が
ガ
チ
ガ
チ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
１
本
目
は
後
悔
し
か
残
ら
な
い
内
容
で
し

た
が
、
２
本
目
は
思
い
切
っ
て
自
分
の
力
を
出
し

切
る
こ
と
だ
け
を
考
え
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
本
目

の
滑
り
は
自
分
で
は

合
格
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら

順
位
は　

位
で
、
上

位
入
賞
と
い
う
目
標

は
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
満
足
の
で

き
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
し
た
。

レ
ー
ス
を
終
え
て

　

レ
ー
ス
後
に
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
の
会
場
で
あ
る

ウ
ィ
ス
ラ
ー
山
の
頂
上
ま
で
登
る
と
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
造

形
物
が
あ
り
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
族
の
イ

ヌ
イ
ッ
ト
が
石
を
人
の
形
に
積
み
重
ね
て
作
っ
た

オ
ブ
ジ
ェ〝
イ
ヌ
ク
シ
ュ
ク
〞で
、
希
望
・
友
情
・

歓
迎
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
今

ま
で
の
大
会
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
と
て
も

素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
さ
す
が
は
４
年
に
１

度
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。
大
変
な
こ
と
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
大
会
を
目
標
に
が

ん
ば
っ
て
き
て
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
感
動
し
た
開
会
式
や
閉
会
式
、
と
て
も
過
ご

し
や
す
か
っ
た
選
手
村
、
そ
し
て
夢
だ
っ
た
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
レ
ー
ス
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
平

成　

年
６
月
か
ら
南
米
の
エ
ク
ア
ド

ル
に
派
遣
さ
れ
、
約
２
年
間
の
任
期

を
終
え
田
原
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

赴
任
先
は
、
ア
マ
ゾ
ン
川
源
流
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
あ
る
児
童
数
約
１
０
０

名
の
小
学
校
で
、
英
語
と
パ
ソ
コ
ン

の
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
は
学
校
に
一
台
し
か
な
く
、　

人
で
そ
の
一
台
を
囲
ん
だ
り
、
頻
繁

に
起
こ
る
停
電
で
英
語
教
材
の
Ｃ
Ｄ

が
使
え
な
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

苦
労
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
同
僚

の
ま
さ
に
ラ
テ
ン
人
ら
し
い
陽
気

さ
と
、
子
ど
も
た
ち
の
素
朴
な
優
し

さ
に
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
自
由
な
雰
囲
気
の
中
、
の

び
の
び
と
授
業
を
受
け
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
午

前
中
で
学
校
が
終
わ
る
と
、
家
で
弟

や
妹
の
世
話
を
し
た
り
、
カ
カ
オ
を

干
し
た
り
、
友
だ
ち
と
木
に
登
っ
て

果
物
を
採
っ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
し

た
り
と
、
た
く
ま
し
く
生
活
し
て
い

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
再
び
日
本
の
学
校
に

戻
り
ま
し
た
。
こ
の
エ
ク
ア
ド
ル
で

の
経
験
を
生
か
し
、
日
本
の
子
ど
も
た

ち
と
世
界
の
広
さ
や
、
多
様
な
価
値

観
、
本
当
の
豊

さ
と
は
何
か
な

ど
を
一
緒
に
考

え
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
体
験
レ
ポ
ー
ト

ア
ル
ペ
ン
ス
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ー
座
位
の
部
・
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ム　
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●レースで着用したユニフォーム●ウィスラー山のオブジェの前にて●パラリンピック閉会式

●エクアドルの子どもたちと一緒に

●鳥居さん

●寄せ書きの前で

●パラリンピック開会式

12

14

ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん み
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ふ
み
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19 ●山本光文さんプロフィール
１９歳のときに交通事故に遭い
両足を切断。28歳でアルペン
スキーのポスターを見たのを機
にチェアスキーを始める。静岡
県湖西市出身、六連町在住。
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●エクアドルの子どもたちと一緒に

●鳥居さん

●寄せ書きの前で

●パラリンピック開会式

12

14

ゆ
う
お
う
ま
い
し
ん み

つ  

ふ
み

30

19 ●山本光文さんプロフィール
１９歳のときに交通事故に遭い
両足を切断。28歳でアルペン
スキーのポスターを見たのを機
にチェアスキーを始める。静岡
県湖西市出身、六連町在住。
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田
原
市
が
募
集
し
て
い
た
「
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
」
の
採
択
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
補
助

金
は
、
市
民
活
動
団
体
が
提
案
・
実
施
す
る
公
益
的
な
事
業
に

対
し
、
必
要
経
費
の
一
部
が
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
昨
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
補
助
金
制
度
の
財
源
に
は
、「
市
民
協

働
ま
ち
づ
く
り
基
金
」
の
収
益
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
事
業
は
３
月
か
ら
募
集
が
開
始
さ
れ
、
10
団
体
か

ら
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
29
日
（
木
・
祝
）
に
は
、
補

助
採
択
の
た
め
の
公
開
審
査
会
が
開
催
さ
れ
、「
市
民
協
働
ま

ち
づ
く
り
会
議
」
か
ら
選
出
さ
れ
た
５
名
の
審
査
員
に
よ
っ
て

審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
審
査
で
は
、
事

業
の
公
益
性
・
先
駆

性
な
ど
、
８
項
目
の

基
準
に
基
づ
き
採
点

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
採
択
さ
れ

た
事
業
は
表
の
と
お

り
で
す
。
今
後
、
各

団
体
に
よ
る
事
業
が

順
次
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も
、
身
近

な
市
民
活
動
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

№ 団体名 事業名 補助要望額
1 たっぷくヘルパーボランティア 認知症サポート講習会地域開催ツアー 100,000 円
2 環境ボランティアサークル 亀の子隊 きれいな海を守る心を育て、思いを広げる環境プログラム 200,000 円
3 里山保全山遊里 みんなで楽しみ未来へつなぐ里山保全活動 105,000 円
4 特定非営利活動法人 たはら広場 シュアスタート研究講座 88,000 円
5 特定非営利活動法人 うたた あっちこっち de アトリエ・カーグ展 114,000 円
6 特定非営利活動法人 渥美虹の会 福祉啓発事業 130,000 円
7 あつみＮＰＯネットワーク NPO 人材育成事業 200,000 円
8 「共生のまち」田原市を考える会 第 2 回「共生のまち」田原市を考える会フォーラム 151,000 円
9 地域自給プロジェクト 地域自給プロジェクト 75,000 円

10 特定非営利活動法人 渥美半島ハイキングクラブ 里山保全・ハイキング・自然観察・ゴミ拾い in【あつみトレイル】 60,000 円

◉補助金採択事業一覧（得点順）

※詳しくは市ホームページをご覧ください。（http://www.city.tahara.aichi.jp/）

す
す
め
よ
う 

市
民
協
働
！

市民
協働
!

●しみんの広場

採
択
団
体
の「
こ
え
」

1 たっぷくヘルパーボランティア　代表：酒井修さん
田原福祉専門学校ホームヘルパー科２級を修了
した私たちは、実習で体験したことを市民活動
に生かせないだろうかと話し合ってきました。
これから、地域と連携して、福祉について考え
る取り組みを進めていきたいと思います。

2 環境ボランティアサークル　亀の子隊　代表：鈴木吉春さん
昨年度に引き続いて、補助事業に採択していた
だきました。本年度も「海の環境を学ぶ会」「西
の浜クリーンアップ活動」を充実させ、“きれ
いな海を守りたい”という心を、より多くの人
に広げていきたいと思います。

▼デイサービスでのレクリエーション・ボラ
ンティア「みんなで歌おう」の様子（堀切町）

▼海岸の美化活動「西の浜クリーンアップ活
動」の様子（西山町）

▲「市民協働まちづくり事業補助金公開審査会」（田原福祉センター）
でプレゼンテーションを行う市民活動団体

❖田原市民活動支援センターのページ
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市
民
活
動 

応
援
し
ま
す
！

各
種
の
支
援
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

公
益
活
動
に
参
加
す
る
市
民
の
す
そ
野

を
広
げ
、
市
民
参
加
の
担
い
手
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、「
新
規
団
体
・

人
材
養
成
支
援
制
度
」
と
し
て
、
２
種
類

の
補
助
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

 

新
規
団
体
活
動
補
助
金

　

仲
間
を
募
っ
て
新
た
に
始
め
よ
う
と
す

る
市
民
公
益
活
動
の
経
費
が
支
援
さ
れ
ま

す
。
活
動
初
期
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る

制
度
で
す
。
市
民
活
動
を
始
め
る
き
っ
か

け
づ
く
り
に
最
適
で
す
。

対
象
事
業　

市
内
で
実
施
さ
れ
る「
福
祉
」

「
ま
ち
づ
く
り
」「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
」「
環
境
保
全
」「
子
ど
も
の
健
全

育
成
」
な
ど
の
活
動
で
、
翌
２
月
末
日

ま
で
に
完
了
す
る
も
の

対
象
団
体　

主
に
市
内
で
公
益
活
動
を
行

う
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
（
平

成
21
年
４
月
以
降
に
設
立
）

補
助
額　

全
額
（
上
限
３
万
円
）

決
定
方
法　

書
類
審
査

募
集　

６
月
１
日
（
火
）
～
平
成
23
年
１

月
31
日
（
月
）　

※
予
算
の
範
囲
内

　

 

人
材
養
成
活
動
補
助
金

　

市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
担
う
人
材
の

知
識
・
技
術
な
ど
の
養
成
経
費
を
支
援
し

ま
す
。
団
体
構
成
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
的
と
す
る
支
援
制
度
で
す
。

対
象
活
動　

所
属
す
る
団
体
の
活
動
に
直

接
反
映
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
専
門

知
識
・
手
法
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
の

講
座
な
ど
で
、
平
成
22
年
度
内
に
受
講

が
完
了
す
る
も
の

応
募
要
件　

４
月
１
日
現
在
で
、
市
内
の

市
民
活
動
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方　

※
申
請
者
は
団
体
と
な
り
ま
す
。

対
象
経
費　

講
座
な
ど
に
参
加
の
た
め
の

旅
費
・
受
講
料
な
ど

補
助
額　

旅
費
・
受
講
料
な
ど
の
一
定
額

ま
で
全
額
、そ
れ
以
上
の
部
分
は
１
／
２

（
補
助
総
額
３
万
円
を
上
限
）

決
定
方
法　

書
類
審
査

募
集　

６
月
１
日
（
火
）
～
平
成
23
年
２

月
10
日
（
木
）　

※
予
算
の
範
囲
内

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

　

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

市民と市役所でつくるページ♥あなたのニュースも募集中！田原市民活動支援センター
1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週金・土・日曜 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

　田原市では、「市民協働まちづくり方針」に基づき、今年度から「市民提案型委託事業制度」がスタートし
ます。この制度は、行政が実施すべき性質の市民サービスや管理業務などについて、市と効果的な事業内容
を提案した団体が委託契約を結ぶものです。市民協働で事業を実施することにより、少ない経費で高い効
果を得ることが期待されています。今回募集されるテーマや応募方法は、以下のとおりです。

募集テーマ❶市民協働の情報交流を促進する事業　 ▼市民協働課
　［提案内容］インターネットを使った情報提供（必須）、情報誌の制作など
　［事業費］上限50万円
募集テーマ❷里山保全を促進する事業　 ▼街づくり推進課
　［提案内容］間伐などの技術講習、チェーンソー講習など
　［事業費］上限50万円
◉募集期間　6月1日火～7月9日金
◉提案内容　上記の募集テーマに即した事業で、平成23年2月28日月までに完了する事業
◉対象団体　主に市内で公益活動を行う5人以上で構成された団体
◉応募方法　市民協働課で配布する提案用紙に必要事項を記入して直接・ＦＡＸ・Ｅメールで提出。提案用

紙は市ホームページからもダウンロード可（http://www.city.tahara.aichi.jp/）

◉審査方法　応募団体による担当課への提案内容説明で審査
◉応募・問い合わせ先　市民協働課 ☎23局3504　 23局0180　 kyoudou@city.tahara.aichi.jp
※平成23年度実施の「自由提案型事業」については、別途募集が行われます。

●しみんの広場

市 民
提 案 市の事業を受託してみませんか？
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２2

学校生活の一コマ

を紹介

　　 田原中部小学校
　　６年生の社会科「戦争と人々のくらし」
　　
　田原中部小学校には、アメリカ合衆国から贈られた

「青い目の人形」が残っています。昭和初期から第二次世
界大戦前、日本中の学校に１万２０００体以上が贈られま
したが、今ではおよそ２２０体にまで減ってしまいました。
　６年生の社会科授業で、戦争の悲惨さや人間の弱さと
良心を考えるために取り上げ、「戦時中の子どもは、青い
目の人形を、どのように思っていたのだろうか」という
子どもたちの問いかけから学習が始まりました。資料や
戦争経験者からの聞き取りで、当時の田原の人々と戦争
との関わりや思いを理解することができたようです。
　学習を通して子どもたちからは、「青い目の人形は、学
校の宝だ」という感想が聞かれました。今後も、青い目の
人形を生かした学習を続け、愛校心や平和を願う心を育
てていきたいと考えています。 

 亀山小学校
「魅力ある学校づくり事業」絹糸で機

は た お

織り

　亀山小学校では、平成21年11月にヒノキの香りがす
る新しい機織り機が届けられました。これまで行って
いた蚕の飼育や繭

まゆ

をつかっての生糸引きに加え、布を
織る活動ができるようになりました。
　子どもたちの期待と興味が高まる中、機織りの活動
が始まりました。知識も技術もありませんでしたが、機
織り経験がある校区の方々のご指導やご協力を得て、
学習の道筋ができました。子どもたちは、「トントンカ
ラリ、トンカラリ」という軽やかな音とともに絹織物が
できる機織り機に向かい、地域の方から昔の暮らしぶ
りを聞いたり、物を作り出す喜びや創意工夫の大切さ
を学んだりしました。
　亀山地域に、古くて新しい文化が一つ誕生しつつあ
る手応えを感じています。

　今回は、学校生活の中から、田原中部小学校6年生の社会科授
業の様子と、亀山小学校の「魅力ある学校づくり事業」をご紹介
します。 ●学校教育課２３局３６７９

◉中学生の職場体験を6月7日⺼から11日㊎に行います
　市内の事業所で、東部中学校・野田中学校・赤羽根中学校・伊良湖岬中学校・泉中学校の
２年生３３３名が職場体験をします。ぜひ声をかけてあげてください。
　なお、田原中学校と福江中学校は１１月８日（月）から12日（金）に実施する予定です。

▲青い目の人形
　（田原中部小学校蔵）

◦機織りを教えてもらう様子

◦昔の半てんを着せてもらう子どもたち

◦青い目の人形に見入る子どもたち
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4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

市
民
緑
花
ま
つ
り
が
は
な
の
き
広
場・田
原
文
化

会
館
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。フ
ラ
ワ
ー
教
室
や

苗
木
の
無
料
配
布
な
ど
が
行
わ
れ
、約
９
０
０
０
名

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、フ
ラ
ワ
ー
作

品
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、来
場
者
の
投
票
で
、小
林
孝
子

さ
ん（
片
浜
町
）が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

緑
豊
か
な

ま
ち
を
目
指
し
て

４
月
18
日［
日
］

▲クイズ大会やエコレンジャーショーなどで盛り上がったステージイベント

　

渥
美
青
年
経
済
研
究
会
の
ハ
マ
ユ
ウ
の
植
栽
活

動
が
恋
路
个
浜
で
行
わ
れ
、伊
良
湖
小
学
校
の
４

年
生
か
ら
６
年
生
24
名
も
参
加
し
ま
し
た
。児
童

た
ち
は
、「
未
来
に
自
然
を
残
し
た
い
。き
れ
い
に

咲
い
て
ほ
し
い
な
」と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、苗
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

恋
路
个
浜
に
咲
け

ハ
マ
ユ
ウ
の
花

４
月
13
日［
火
］

　

春
の
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
、田
原
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会
な
ど
約
50
名

が
参
加
し
ま
し
た
。出
か
け
る
機
会
が
多
く
交
通

事
故
が
心
配
さ
れ
る
こ
の
時
期
。参
加
者
た
ち
は
、

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」と
笑
顔
で
ド
ラ
イ

バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲国道２５９号、道の駅田原めっくんはうす周辺で実施したキャンペーン

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を

安
全
運
転
で
！

４
月
７
日［
水
］

▲研究会の会員に教えてもらいながら、ハマユウを植える伊良湖小の児童

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 22年 5月15日



　

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
自
然
災
害
に
お

け
る
基
礎
知
識
や
、
過
去
の
災
害
を
教
訓

に
日
ご
ろ
の
防
災
対
策
や
災
害
時
の
行
動

に
つ
い
て
、
各
専
門
分
野
か
ら
講
師
を
招

き
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
。
自
分
の
家
族
は
自
分
で

守
る
。
自
分
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

防
災
・
減
災
活
動
で
活
躍
し
て
い
る
方
や
、

自
然
災
害
の
備
え
に
興
味
が
あ
る
方
を
対

象
に
開
講
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝

若
干
名　

▼
対

象
＝
保
育
士
資

格
が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
９
月
30

日
（
木
）
ま
で　

※
た
だ
し
更
新
す
る
場

合
あ
り　

▼
勤
務
場
所
＝
市
内
保
育
園　

▼
勤
務
形
態
＝
月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）　

▼
賃
金
＝
時
給
１
１
０
０
円
～

１
２
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

▼
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
全
４
回

受
講
可
能
な
方　

▼
定
員
＝
１
０
０
名
程

度　

▼
日
時
・
内
容
・
講
師
＝
表
の
と
お

り　

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
あ
り　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館　
　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
４
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
所
定
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し

た
方
を
対
象
に
、
田
原

市
防
災
プ
ラ
ン
ナ
ー
の

称
号
を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
、
毎
年
夏
至
の
日
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
照
明
を
消
す

こ
と
で
、
普
段
い
か
に
多
く
の
電
気
を
使

用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地
球
温
暖
化

問
題
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。
田
原
市
で
も
こ
の
取
り
組
み
へ
の
参

加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
事
業
所
、学
校
な
ど　

▼
内
容
＝
６
月
20
日（
日
）～
７
月
７
日

（
水
）の
間
、施
設
照
明
な
ど
を
消
灯

▼
申
し
込
み
＝
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
に
て
配

布（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）す
る
登
録
票
に
、消
灯
す
る
施
設

名
や
消
灯
で
き
る
時
間
な
ど
を
記
入
の
う

え
、６
月
14
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
そ
の
他
＝
参

加
事
業
所
数
な

ど
の
実
施
結
果

を
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
公
表

し
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０　
　

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
臨
時
職
員

（
臨
時
保
育
士
）

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　

参
加
事
業
所

田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
者

日時 内容（予定）

1 ６月12日（土）
13:30～15:30

「推進地区活動事例発表」
発表者 ▼市内自主防災活動推進地区

「阪神淡路大震災の災害現場から」
講師 ▼ＮＨＫ大阪放送局アナウンサー
　　　住田功一氏

2 ７月３日（土）
13:30～16:00

「（仮）風水害対策」
講師 ▼群馬大学教授　片田敏孝氏

「（仮）災害時の携帯電話」
講師 ▼ＮＴＴドコモ東海　災害担当者

3 10月16日（土）
13:30～16:00

「（仮）地震対策」
講師 ▼大学教授

「津波・地震および海底地形」
講師 ▼海上保安庁職員

4
平成23年　　
２月27日（日）
13:30～16:00

田原市防災講演会
「推進地区活動事例発表」
発表者 ▼市内自主防災活動推進地区

※講演会演題や講師については調整中

■田原市防災カレッジ
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小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
が
参
加
す
る

「
田
原
市
発
明
ク
ラ
ブ
」
の
お
手
伝
い
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
子

ど
も
た
ち
と
活
動
す
る
こ
と
が
好
き
な
方

▼
日
時
＝
６
月
～
平
成
23
年
３
月
の
毎
月
第

２
土
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
正
午　

▼
場

所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か　

▼
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
金
と
く
あ
な
た
の
町
に
参
り

ま
す
～
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
～
」
の
公
開
録

画
を
行
い
ま
す
。
こ
の
番
組
は
、
人
気
歌

手
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
そ
の
地
域
の

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
交
え
な
が
ら
紹
介

す
る
も
の
で
、
東
海
北
陸
７
県
で
７
月
16

日（
金
）の
午
後
８
時
か
ら
８
時
43
分
に
放

送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月
26
日
（
土
）　

午
後
３
時

30
分
～
５
時
30
分（
午
後
２
時
45
分
開
場
）

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館 

文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
出
演
＝︻
ゲ
ス
ト
︼

伍
代
夏
子
、
小
金
沢
昇
司　
︻
司
会
︼
内

多
勝
康
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー　

▼
観
覧
申
し
込

み
＝
６
月
７
日
（
月
）
必
着
で
郵
便
往
復

は
が
き
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。　

◉
往
復
は
が
き
記
載
内
容

︻
往
信
表
面
︼

〒
４
６
１

－

８
７
２
５ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋

放
送
局
「
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
」
係

︻
往
信
裏
面
︼

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号　

︻
返
信
表
面
︼
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う
え
整
理

　

券
を
送
付
。
当
選
は
お
一
人
１
枚
と
し
、
1

　

枚
で
2
名
ま
で
入
場
可

▼
主
催
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
・
豊
橋

支
局
、
田
原
市
、
田
原
市
教
育
委
員
会

▼
そ
の
他
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
ご
応
募
の
際
に

い
た
だ
い
た
情
報
を
、
抽
選
結
果
の
ご
連

絡
の
ほ
か
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
放
送
局
事
業
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
７
０
７
０

　
（
平
日
の
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

■
第
２
回

▼
試
験
日
＝
７
月
11
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内
・
豊
橋
市
内　

▼
種
類
＝

甲
種
・
乙
種
全
類
・
丙
種　

■
第
３
回

▼
試
験
日
＝
７
月
18
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
乙
種
第
４

類
・
丙
種

▪
共
通
事
項

▼
対
象
＝
一
般　

▼
申
し
込
み
＝
６
月
7

日
（
月
）
か
ら
16
日
（
水
）
ま
で
に
消
防

課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に
あ
る
受
験

願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出　
　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習

会
に
つ
い
て
や
、
４
月
か
ら
は
電
子
申
請

が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
障
害
の

あ
る
方
の
就
労
支
援
な
ど
を
担
当
す
る
職

員
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
田
原
市
就
労
支

援
専
門
員
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◎
主
な
業
務
内
容

 •

障
害
の
あ
る
方
に
対
す
る
、
就
職
な
ど

の
相
談
・
支
援

 •

就
職
後
に
定
着
す
る
た
め
の
相
談
・
支
援

 •

障
害
者
雇
用
企
業
お
よ
び
個
人
事
業
所

の
新
規
開
拓

 •

事
業
主
に
対
す
る
障
害
者
雇
用
な
ど
に

関
す
る
相
談
・
支
援

 •

関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会　

総
務
課

☎
23
局
０
６
１
０　

23
局
３
９
７
０

電波利用環境保護周知啓発強化期間
６月１日㊋から６月１０日㊍まで

守ろう！電波のルール

電波を使うには免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

▼総務省 東海総合通信局
　不法無線局の相談は☎（０５２）９７１局９１０７
　テレビ・ラジオの受信相談は☎（０５２）９７１局９６４８
　　http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/

田
原
市
発
明
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

「
金
と
く 

あ
な
た
の
町
に
参
り
ま
す

～
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
～
」 

観
覧
者

危
険
物
取
扱
者
試
験

障
害
者
の
就
労
支
援
専
門
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

相談を希望
される方は、
お問い合わ
せください。

伍代夏子

小金沢昇司
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♥
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
賞

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

◉
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
地
球
の
未
来

を
守
る
た
め
に
、
避
け
て
は
通
れ
な

い
、
重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
で
す
。
国
は

温
室
効
果
ガ
ス
を
１
９
９
０
年
に
比
べ
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
25
％
削
減
す
る
と
い

う
高
い
目
標
を
掲
げ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
田
原
市
は

「
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
推
進
計

画
」の
も
と
、７
つ
の
主
要
施
策（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）
を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
、
こ
れ
ら
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

◉
小
学
校
低
学
年
の
部

　
岩
本
泰
知
く
ん（
高
松
小
学
校
）

　◉
小
学
校
高
学
年
の
部

　
渡
邉
啓
介
く
ん（
若
戸
小
学
校
）

◉
中
学
校
の
部

　
岩
崎
ゆ
め
さ
ん（
田
原
中
学
校
）

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
ティ
構
想

49

紙製容器包装

ＰＥＴボトル

プラスチック
容器包装

アルミ缶

スチール缶

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

ご
み
を
し
っ
か
り
分
別
し
て
回
収
に
出
す
こ
と
は
、
ご
み

減
量
化
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
今
回
は
、
ご
み
を
分

別
す
る
と
き
に
、
参
考
に
な
る
材
質
識
別
マ
ー
ク
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

材
質
識
別
マ
ー
ク

と
は
？

ど
ん
な
マ
ー
ク
が

あ
る
の
？

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

23
局
０
１
８
０

　

製
品
に
は
、簡
単
に
分
別
で
き
る

よ
う
に
、そ
の
素
材
や
成
分
を
表
す

マ
ー
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ー
ク
に
は
、法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
も
の
と
、法
的
な
表
示
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、リ
ユ
ー
ス・リ
サ

イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め
に
、各
業

界
や
団
体
な
ど
が

定
め
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

法
律
で
表
示
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
マ
ー
ク
に
は
、次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
分
別
す
る
と
き
に
迷
っ
た

ら
、こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
な

い
か
一
度
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

 

❖
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

◦
菜
の
花
エ
コ

  

◦
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

  

◦
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

  

◦
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

  

◦
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

  

◦
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

  

◦
エ
コ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

※
ま
た
今
回
か
ら
、
平
成
21
年
度
に
た
は
ら
エ

　

コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域
協
議
会
が
募
集

　

し
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

　

入
賞
作
品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
７
４
４
人・
事
業
所
29
か
所（
４
月
末
現
在
）



60

防
災
ま
め
知
識

気
象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
区
分
が
変
わ
り
ま
す

こ
ん
に
ち
は
、“
か
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
津
波
に
つ
い
て
ご
紹
介
す

る
シ
リ
ー
ズ
の
途
中
で
す
が
、
今
月
、

気
象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
区
分
が
変

わ
る
た
め
、
今
回
は
そ
の
区
分
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
発
表
区
分
の
変
更
日
時

◉
５
月
27
日
（
木
）
13
時

▪
現
在
の
発
表
区
分

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
大
雨
や
洪
水

な
ど
の
警
報
や
注
意
報
を
発
表
す
る

時
、
現
在
は
複
数
の
市
町
村
で
構
成
さ

れ
た
地
域
に
分
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
愛
知
県
は
８
地
域
に
分
け

て
発
表
さ
れ
、田
原
市
は
、「
東
三
河
南
部
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▪
新
し
い
発
表
区
分

　

５
月
27
日
（
木
）
13
時
か
ら
は
、
市
町

村
ご
と
に
発
表

さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
、「
田
原

市
に
対
し
て
大

雨
警
報
を
発

表
」
の
よ
う
に

発
表
さ
れ
ま

す
。

※
た
だ
し
、
テ

レ
ビ
局
や
ラ
ジ
オ
局
に
よ
っ
て
は
、
画
面

に
表
示
で
き
る
文
字
数
や
文
章
の
読
み
上

げ
文
字
数
に
制
限
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、「
東
三
河
南
部
」
の
区
分
で

発
表
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
注
意
点

　

発
表
さ
れ
る
気
象
警
報
・
注
意
報
に
関

わ
ら
ず
、
実
際
の
雨
の
降
り
方
な
ど
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

米国ケンタッキー州ジョージタウン市との姉妹都市提携20周年記念イベントを開催！
ジョージタウン市との姉妹都市提携20周年の節目に開催するイベントなどをご紹介します。

◉ジョージタウン市での提携20周年記念イベント
　４月17日（土）のイベント
には、田原市から副市長
や議長など公式訪問団
と、たはら国際交流協会
の市民海外派遣者、合わ
せて33名が参加しました。

▪田原市での提携20周年記念イベント
◉記念式典
▶開催日＝６月26日（土）　▶会場＝田原文化会館
◎ジョージタウン展
▶開催日＝６月19日（土）～７月４日（日）　▶会場＝中
央図書館　▶内容＝ジョージタウン市長からのプレゼ
ントやジョージタウンの風景写真などを展示。会場で
は、ジョージタウンの人へのメッセージを受け付けます。

◉交流のきっかけ
　旧田原町とジョージタウン市は、まちの規模やトヨタ自
動車が立地していることなど共通点がありました。それ
がきっかけとなり、ジョージタウン市から交流を申し込ま
れました。
◉姉妹都市提携の調印式
　平成２年４月20日、田原市において調印式が行わ
れました。ジョージタウン市は、田原市にとって初めての

海外姉妹提携都市
となりました。
　式典には、当時
の柴田芳三町長と
プレイサー市長をは
じめとする関係者
が出席しました。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

▼

調印式で握手を交わす両市町長

▼

ジョージタウン市長（中央）と
田原市公式訪問団

 

❖
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

◦
菜
の
花
エ
コ

  

◦
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル

  

◦
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

  

◦
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

  

◦
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

  

◦
グ
リ
ー
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

  

◦
エ
コ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

豊橋市東三河南部東三河南部

豊川市蒲郡市

田原市

田原市田原市
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渥
美
半
島
の
先
端
近
く
、
堀
切
町
の
城

山
（
標
高
１
３
８
ｍ
）
の
山
頂
に
、
城
跡

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
城
山
、
そ
の
名
の
と
お
り

城
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　
﹃
愛
知
県
中
世
城
館
跡
調
査
報
告
書
﹄
に

は「
和わ

な名
の
城
」と
し
て
載
っ
て
い
ま
す
が
、

築
城
の
時
期
や
城
主
に
つ
い
て
の
定
説
は

あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
記
録
に
は
小

笠
原
新し

ん
く
ろ
う

九
郎
説
、
徳
川
秀
忠
の
狩か

り
ば場
陣
地

説
、
足
利
義
政
の
家
臣
烏か

ら
す
ま
る
す
け
と
う

丸
資
任
説
が
あ

り
ま
す
が
、
後
ろ
２
説
に
つ
い
て
は
当
時

で
も
疑
わ
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、﹃
渥
美
町
史
﹄
で
は
、
南
北
朝

時
代
の
南
朝
方
の
砦と

り
で
あ
と跡
と
い
う
伝
承
を
紹

介
し
、
南
朝
を
支
え
た
伊
勢
の
北き

た
ば
た
け畠
氏
、

度わ
た
ら
い会
氏
と
と
も
に
、
南
朝
方
で
あ
っ
た
渥

美
半
島
の
神
領
地
を
支
配
し
て
い
た
桧ひ

が
き垣

氏
が
築
城
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
南
朝
・
北

朝
の
抗
争
に
関
わ
っ
た
城
だ
と
し
た
ら
、

歴
史
研
究
家
に
は
魅
力
的
な
説
で
す
。

　

城
の
様
子
を
伝
え
る
江
戸
時
代
の
﹃
三

河
城
塁
地
理
志
考
﹄
と
い
う
記
録
に
、「
城

形
陣
城
の
如
し　

山
の
東
南
は
甚は

な
は

だ
嶮け

わ

し

西
北
も
亦ま

た

麓ふ
も
とに
下
り
て
後
は
平た

い
ら

な
れ
ど
も
、

根ね

ご

や

小
屋
を
用
い
た
る
迹あ

と

も
な
く　

屋や
し
き
わ
り

布
割

の
形
も
見
え
ず
水
の
手
な
き
山
な
れ
ば
全

く
居き

ょ
じ
ょ
う城
に
非あ

ら

ず　

海
上
見
切
の
番
手
の
城

か
、
敵
船
を
防
ぐ
備
え
に
て
無
用
の
用
と

云い

ふう

べ
し　

人
数
七
八
十
を
置
く
所
な
り
」

と
、
山
麓
に
は
城
主
の
屋
敷
跡
ら
し
き
も

の
も
な
い
、
非
常
時
の
陣
地
的
な
城
で
は

な
い
か
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
が
で

き
た
江
戸
時
代
終
り
に
は
、
す
で
に
由
来

が
分
か
ら
な
い
城
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

さ
て
、
山
頂
付
近
に
現
在
み
ら
れ
る
遺

構
に
は
、
箱
を
二
段
積
ん
だ
よ
う
な
平
ら

な
面
（
曲く

る
わ輪
）
が
確
認
で
き
ま
す
。
北
側

に
は
大
き
な
穴
が
２
つ
あ
り
、
北
東
方
向

に
も
大
き
な
穴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
先
に

は
山
の
尾
根
を
切
る
よ
う
に
堀
が
横
断
し

て
い
ま
す
。
こ
の
堀
は
尾
根
伝
い
に
上
が
っ

て
く
る
敵
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
幅
、
深
さ
と
も
に
小
規
模

で
役
割
を
果
た
せ
る
か
不
安
で
す
。

　

城
山
に
は
、
太
平
洋
戦
争
時
に
監か

ん
し
し
ょ
う

視
哨

城
山
に
あ
る
な
ぞ
の
城

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
穴
は
大
砲

を
据
え
る
施
設
や
そ
の
他
関
連
の
施
設

だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
築
城
当
時
の
遺
構
が
ど
れ
だ
け
残
っ

て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
城
山
が
南
北

朝
の
城
で
あ
る
と
い
う
希
望
も
、
文
献
や

城
の
構
造
の
分
析
か
ら
も
現
在
の
と
こ
ろ

証
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
し
、
戦
国
時
代
の

も
の
と
も
い
え
な
い
の
で
す
。
し
か
し
城

主
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
か
つ
て
城
が
存

在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

渥
美
半
島
で
は
貴
重
な
城
で
す
が
、
依
然

と
し
て
、
な
ぞ
の
城
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
城
主
や
築
城
の
時
期
の
解
明
は
、

今
後
の
お
楽
し
み
と
し
て
取
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
な
ぞ
の
城
の
解
明
に

挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

▼▼
潮
音
寺
の
境
内
に
た
だ
よ

う
甘
い
香
り
。
香
り
の
主
は
、

樹
齢
90
年
に
な
る
一
本
の
フ

ジ
の
木
で
し
た
。
広
さ
約
１
２
０
㎡

も
の
フ
ジ
棚
か
ら
垂
れ
下
が
る
花
房

は
、
長
い
も
の
で
は
１
ｍ
以
上
。
年

月
の
積
み
重
ね
を
感
じ
ま
し
た
。
さ

て
、
私
が
広
報
の
編
集
を
始
め
て
か

ら
の
年
輪
は
２
年
。
ま
だ
ま
だ
成
長

途
中
、
が
ん
ば
ら
ね
ば
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】潮
音
寺（
福
江
町
）の
フ
ジ

▲城山（日出園地から堀切町方面を望む）

▲城山の見取図（高田徹氏作図）
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